
平成 28 年度 第 1 回理事会 
 
平成 28 年（2016 年）度 第 1回理事会議事録 

Ⅰ．日時：平成 28年 4月 22 日（金） 19：00～20:32 

 

Ⅱ．場所：神奈川県作業療法士会事務所 

 

Ⅲ．理事会定数 

出席理事： 錠内、福留、澤口、佐藤、神保、吉本、野本、遠藤、野々垣、作田、内山、木村、村越 計 13

名 

欠席理事：奥原、名古屋 

出席監事：清宮、田中 

その他：出口（広報部班長）、金山(事務局次長)・平山・井戸川（事務局：書記） 

 

Ⅳ．議長団選任 

議長：錠内会長 

副議長：福留事務局長 

議事録署名人：佐藤理事、田中監事 

 

Ⅴ．配布資料 

事務局／財務部／教育部／学術部／広報部／福利部／地域リハ部／制度対策部／規約委員会／ウェブサイト

管理委員会／学会評議員会／公益法人化対策委員会／MTDLP 推進委員会／定款／決算報告書 

 

Ⅵ．回覧資料 

なし 

 

Ⅶ．報告・検討事項 

1．事務局（福留事務局長） 

（1）報告事項 

1）渉外 

①医療専門職連合会 総会 

 日付：平成 28 年 6 月 17 日（金）、時間（予定）：総会 18時 30 分～、場所：西公会堂 第一会議室 

②平成 28年 2月 10 日 リコージャパン㈱神奈川支社主催研修会 

 「組織の情報を守る情報漏洩対策のご紹介」→事務局員 高橋氏が参加 

2）行政および職能団体関連 

①会員派遣依頼 

日付：平成 28年 3月 28 日 かながわ・よこはま連携型バリアフリー改修シンポジウム 

→小河原格也氏と福留事務局長が参加 

3）他団体より研修会等周知依頼  

①県保険医協会より第 25回在宅医療介護セミナー 

②県保健福祉局より第 43回理学療法士・作業療法士・言語聴覚士養成施設教員等講習会 

③神奈川県立保健福祉大学より第１３回ヒューマンサービス公開講座 
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④第 28 回活動分析研究大会開催 

4）庶務関連 

①理事辞任の件 

 鈴木理事、鴻井理事より辞任届けが提出された 

（2）審議事項 

1）総会の流れについて 

①開会の言葉 

②議長団選出(議長 1名、副議長 1名)……ここまでは事務局長の司会進行 

          (議事運営委員 2名、書記 2名、議事録署名人 2名)…ここから議長の司会進行 

③会長の言葉 

④議事運営員会からの報告…委任状や定数など 

⑤報告事項…会長より理事の辞任の報告 

⑥審議事項  第Ⅰ号議案 2015 年度事業報告 

         第Ⅱ号議案 2015 年度決算報告ならびに監査報告 

         第Ⅲ号議案 2016 年度事業計画(案) 

         第Ⅳ号議案 2016 年度予算(案) 

         第Ⅴ号議案 名誉会員について 

⑦議長団解任 

⑧閉会の言葉 

 2）会場の配置について 

  セミナールーム(定員 84名)を借りている。会場入り口部分で受付を行う。 

  →規約の変更は法人化に向けて来期に審議事項として挙げる 

   定款作成時、理事の配置について：現在、公益法人化対策委員では理事が二名所属している。 

                     規約上では、委員長は理事を兼ねるが人数の規約はなし。 

                     委員長、副委員長として配置する 

3）総会のマニュアルについて 

遅刻者の対応など明確にしておく必要性があると指摘あり。今後マニュアル作成していく。 

 4）再入会の件 

・54025 尾留川 茉里奈（さがみリハビリテーション病院） 

・27723 元田 麻衣（朝倉クリニック）           →承認 

 

2．財務部（佐藤理事） 

（1） 報告事項 

1）平成 27年度期末監査 

4 月 23 日（土）14時開催予定 

2）県士会サイト入会手続き変更済み 

3）財務部ブログ「財務’s Jobs」開設・運営開始 

目的：財務情報の見える化→会費納入への会員の納得感向上、会費や財務関係情報の集約化→会員の利便

性向上 

(2)審議事項 
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・決算報告：収入合計に 1円の誤差あり、修正したものを総会資料に掲載する。→承認 

・予算案→承認 

 

3．学術部（福留事務局長）  

（1）報告事項 

1）学術誌刊行事業：『神奈川作業療法研究 The Journal of Kanagawa Occupational Therapy Research 2016 Vol.6 

No.1』を発刊。 

2）研修会事業 

①『初めて担当を持ちましたシリーズ ～１年目からの脳卒中の基礎と作業療法のポイント～』 

講師：酒井由香里氏（作業療法士；横浜新都市脳神経外科病院）、尾崎聡氏（医師；えびな脳神経外科） 

開催日：平成 28 年 6 月 19 日 (日)   会場：横浜リハビリテーション専門学校 参加数：定員 100 名 

（2）審議事項 

1）部員の承認：田中秀和（横浜新都市脳神経外科病院）→承認 

 

4．広報部（神保理事、出口班長） 

（1）報告事項 

1）今後のニュース発行予定  

179 号（5月発刊）スケジュールを確認。 

2）対外広報班 

 ①27 年度 企画報告 

 ・3月 12 日 地域リハビリテーションフォーラム ブース出展 

・県士会パンフレットをリニューアルし、印刷を３０００部行う。パンフレットは事務局保管だが、部数管

理は広報部対外広報班が行う。 

 ・自助具（滑り止めシート）広報促進グッズ作成 

 ②28 年度 企画報告 

 ・4月 2・3日相模原市民祭り「さくらまつり」にて自助具作成体験・相談ブース出展 

  →今後の計画に活かしていくため、参加者の係数を把握していく必要あり。 

 ③28 年度 進行中の企画 

 ・4月 21 日 ＪＡ横浜 新治支店 介護予防について講話：対象３０～４０名 担当：酒井氏 

 ・4月 27 日 ＪＡ横浜 山内支店 介護予防について講話：対象４０名前後  担当：酒井氏 

→講師料、予算、講話の内容などを明確にし、今後県士会のとしてどのように営業いていくかを検討してく

必要あり。 

 ④今年度より班内体制を改編予定 

 ・地域特性（住民や集客企画は地域によって異なると予想される為）を活かした広報活動を検討 

 ・対外広報班を更に支部に分化し、各支部で活動をすすめていく。 

現状では２つの支部（対外広報班長：1 名、―支部長：現在は横浜／相模原の 2 名）のみであるので、徐々

に増やしてく。→支部化については、今後県士会全体で検討しながら進めていく。 

（2）審議事項 

1）新規部員承認：井部賢吾（北里大学東病院）→承認 
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5．福利部（吉本理事） 

（1）報告事項 

 1）求人・求職の登録および情報提供(2016 年 4月 1 日～4月 11 日) 

  ・新規掲載依頼：2件、変更依頼：1件、削除依頼：3件 

2）会員交流班 

①職場見学会 

『～となりの職場見学見て・聞いて・体験して～『低周波刺激療法を併用した上肢・手指訓練の実際』 

  日時：2016 年 3 月 19 日（土）13：30～16：30 場所：医療法人社団明芳会イムス横浜狩場脳神経外科病院 

  講師：横浜狩場脳神経外科病院リハビリテーション科技士長 福留大輔氏 

(協力：伊藤超短波株式会社荒井慧氏)               参加者：10 名  

②スポットライト～OTの生き方：『NPO 法人 laule’a（遊びリパーク リノア）』 大郷和成 先生 

障害を持つ子どもたちのための放課後等デイサービスの立ち上げについて。7 月県士会ニュース WEB サイト

へ記事の掲載を予定 

3）新入会員増加推進：新規入会会員への入会済み案内チラシ 今年度より配布開始 

 4）新入会員オリエンテーション＆歓迎会 

 日時：2016 年 6月 19 日(日) 12：15～13：45、場所：横浜リハビリテーション専門学校 地下 1階 

 →理事役員の資料作成を依頼。 

 

6．地域リハ部（遠藤理事） 

（1）報告事項 

1）研修会について：研修会企画中 

2）神奈川県地域リハビリテーション三団体協議会の報告 

  協議会の局員任期は昨年度末で満了。今年度は同じ方を再任。 

3）その他 

①平成 28年度第７回訪問リハ・地域リーダー会議：5月 20、21 日で開催。OT 士会代表で遠藤理事が参加。 

②神奈川県介護予防従事者研修会の報告：平成 27年度事業報告書送付あり。平成 28年度も同様の研修会を協

力予定。 

③横浜市地域リハビリテーション活動支援事業 

5 月 12 日（木）18:30～20:30 健康福祉センターにて 市が主催の研修会開催。 

→参加したい方は木村理事に連絡していく。 

（2）審議事項 

  新入部員：足立恵美（鶴巻温泉病院）→承認 

 

7．制度対策部（野本理事） 

（1）報告事項 

1）研修会予定 社会制度対策班研修  

「医療介護制度外で活躍する作業療法士」自立生活アシスタント事業への関わり 

講師：野々垣睦美氏  日時：3月 26 日（土）14：00～16：00 

場所：茅ヶ崎市勤労市民会館 6 階 A 研修室   参加者 14 名（内ＯＴ以外２名） 

2）熊本地震に対する災害対策班の対応について 
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これまでの流れを確認。今後の予測として、エコノミー症候群や災害弱者支援に対するセラピストのニー

ズは高く、今後は JRAT から OT協会へセラピストの派遣要請があり、それを受けて県士会へ派遣協力依頼があ

ると思われる。協会からの依頼があった際に、迅速に対応できる準備をしていくことが必要である。また、実

家や親族が被災した会員が一定期間実家に戻ることになった場合、会費免除とするかといったことも検討する

必要があると思われる。→今後作田理事とメールアドレスを作成するか検討していく。 

（2）審議事項 

1）部員承認：岸貴雅（藤沢病院）→承認 

 

8．規約委員会（福留事務局長） 

（1）報告事項：なし 

（2）検討事項 

 1）部員の承認：杉田 雄大（横浜なみきリハビリテーション病院）→承認 

 2）規程及び規程集の一部変更案について 

  定款修正時に、規約も修正することで確認する。 

 

9．ウェブサイト管理委員会（作田理事） 

（1）報告事項 

 1）県士会サイトの管理とアクセス件数について 

  昨年度の報告あり。全体的に数が増えている。 

 

10．学会評議委員会（内山理事） 

（1）報告事項 

1）第 16回神奈川県作業療法学会第４回実行委員会：平成 28 年４月 13日（水）19 時、神奈川県保健福祉大学 

 ①学会日時：2017 年７月 2日（日） 学会長：玉垣 努氏 

  場所：神奈川県立保健福祉大学 学会のテーマ：「選択する未来」スローガンについては検討中 

 ②組織図→以下の方は県士会員に所属していない。内山理事が今後の対応確認していく。 

     （シンポジウム委員会：嶋本麻衣、山中香、特別企画委員会：青木洋人、広報部：横井安芸） 

③企画（５月中には講師とタイトルを決定予定） 

県民講座（1.5 時間）講師：阿部志郎氏、小林隆司氏、 

特別講演（1.5 時間）講師：冨田昌夫氏 

特別別教育講演・シンポジウムの講師：身障 山本真一氏、精神 大橋秀行氏・未定、発達 伊地知ゆめ氏・

未定、高齢：石井利幸氏 

④演題：ポスター発表を主に行なう。 

⑤学会賞などを検討（別組織で委員会を設置し検討） 

⑥機器展示：広告収入を高めに設定し、スペース料金を無料とする 

⑦託児所は設置する、業者を設定中。 

⑧学会評議委員会：出来るだけ余剰金を返却する方向で運営。参加費についても、高めの設定で提案。 

→6 月の理事会で玉垣学会長が挨拶する予定。 

2）神奈川県臨床作業療法大会実行委員会 

 ①日時：平成 28年 4月 18 日（月） 場所：クローバー・ホスピタル 
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②演題登録数 25 演題（当初の予定 15 演題） 

③特別講演  テーマ:脳画像の見方のポイント   前田眞治氏（リハ医） 

④教育講演  テーマ:認知行動療法の理論と実際  奥原孝幸氏（作業療法士） 

       テーマ:活動と参加を見据えた作業療法アプローチについて 田尻寿子氏（作業療法士） 

⑤県民公開講座  認知症サポーター養成講座  佐藤隼氏（作業療法士） 

⑥症例検討会 

・高次脳機能障害の症例を通して先輩たちからの提言 

早川裕子氏（作業療法士）、森田晶子氏（言語聴覚士）、丸岡ちひろ氏（作業療法士） 

・急性期から回復期、生活期にわたるリレー形式の発表 

急性期:湘南鎌倉総合病院、回復期:聖テレジア(検討中)、生活期:老健かまくら 

→演題発表者、座長は県士会員であることを確認していく。共同演者も OTの場合は県士会員か確認。 

 

11．公益法人化対策委員会（野々垣理事） 

（1）報告事項 

1）全国の PT 及び OT 士会の法人格及び代議員制度の状況 

  ①公益法人格：PT25 カ所、OT6 カ所 

  ②代議員制度導入：PT3 カ所（※6カ所は不明）、OT４か所（※7カ所は不明） 

  ③公益法人格及び代議員制度導入：PT北海道及び東京、OT０カ所 

2）会計士の件 

  条件：公益法人に対応できる事務所および横浜市内に事務所が所在している→現在、条件交渉中。 

3）公益法人に向けて、現行の定款の変更箇所について 

  公益法人は活動範囲、目的、活動拠点などは制限される（→定款による制限）ため、修正の必要がある。 

 →検討は来年度に持ち越しとする。 

 

12．MTDLP 推進委員会（木村理事） 

（1）報告事項 

 1）研修会開催予定 

  【MTDLP 研修】 ①7/3（土） 横浜リハビリテーション専門学校 ②③調整中。 

【事例作成】  ①②③調整中 

【事例発表】  ①②③調整中 

2）地域リハビリテーション活動支援事業（横浜市）について 

 横浜市の独自の事業「元気づくりステーション」への OPS の派遣を以って介護予防に資する取り組みを実

施するもの。OT は MTDLP 研修会を受講済みの方を派遣していく予定。内容は「生活行為確認表」と「興味関

心チェックシート」を使用して、生活行為の不具合を早期に解決すると共に意欲的な生活が送れることを支

援する。18 区 36 回程度の派遣予定。随時横浜市からの派遣要請に対応し県士会から推薦していく。 

 

13.その他 

（1）学術誌の修正について 

会長名が前会長になっている。事務局の業務日を月～金へ。ニュースなどで訂正していく。 

（2）専従事務局員について 
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酒井氏が 5月で退職予定。→ハローワークにて募集を掛ける。OT を退職した方など募集していく。 

（3）OT 協会 50 周年について 

9 月 25 日に式典。県士会より二名が出席。運営協力依頼を今後行っていく。 

(4)選挙について 

合否結果の方法、代議員の選挙権の再検討が必要。→次回の理事会までに選挙委員長を決定する。今後検討

していく。 

(5)総会について 

①出欠席の返答 各理事が各部員に催促していく。 

②総会資料〆切 25 日が〆切となっているため、資料提出していない人は提出する。 

  ③総会案内 代議員でない理事や顧問に総会案内が届いていない。今後郵送する。 

 

以上（文責：井戸川、平山、金山） 

 

次回の理事会開催日時   平成 28 年 6 月 9 日（木）19 時より 

開催場所         一般社団法人神奈川県作業療法士会事務所 

             〒231－0011 

             神奈川県横浜市中区太田町 4－45 第一国際ビル 301 

TEL／FAX 045－663－5997 

 

 

議事録署名人       議長     錠内 広之      印 

 

 

監事     田中 ゆかり     印 

 

 

理事     佐藤 良枝      印 


